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1.問題冊子は，指示があるまで聞かないこと。

2. 問題冊子は4ページ，解答用紙は2枚，下書用紙は2枚である。

指示があってから確認すること。

3.解答は解答用紙(横書き)に記入すること。

4.下書，メモ等を試みる場合は， 下益事用紙文は問題冊子の余白

を利用してよい。

5.解答用紙を持ち帰つてはならないが，問題冊子及び下書用紙は

必ず持ち帰ること。



次の資料文は、小津祥司著『エネノレギーを選びなおす~ (岩波新書、 2013年 10月)の

なかから、著者の主張を順に抜粋したものである。これを読んで次の間いに答えなさい。

問 1 著者は、日本でふつうに考えられている省エネルギーには、どのような問題があ

ると言っているのか。 600字以内にまとめなさし、0 ・

問 2 あなたは、今後のエネノレギー利用のあり方はどうあるべきだと考えますか。資料

文を踏まえながら(賛成・反対いずれの立場でもよい)、自分の考えを 400字以内

で述べなさい。

く資料文>

乙の部分につきましては，著作権の関係上， HPで公開しておりません。
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この部分につきましては，著作権の関係上， HPで公開しておりません。
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乙の部分につきましては，著作権の関係上， HPで公開しておりません。
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この部分につきましては，著作権の関係上， HPで公開しておりません。
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